
令和３年度産地パワーアップ事業評価（令和２年度実績）
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あまそだ
ち農業再
生協議会

1
愛西市・
津島市

イチゴ
販売額の
10％以上増
加

952,650,015 1,057,992,251

-15.2%137,340,002 163,476,491 133,372,814

-37.9%912,720,749

販売額の
10％以上増
加

191,260,563

64.4%2,062,950,5802,194,019,1191,825,408,462

298,285,715

357,169,864 434,522,928 357,510,679

豊橋市地
域農業再
生協議会

1 8,563,772,840 146.6%豊橋市

施設野菜
（トマ
ト、ミニ
トマト、
いちご、
大葉、な
す,ベル
ローズ、
式部草、
ハーブ、
ミディト
マト）

総販売額の
10％以上増
加

6,466,134,141 7,896,721,198

田原市地
域農業再
生協議会

2 田原市 施設花き
総販売額の
10％以上増
加

新城市地
域農業再
生協議会

1 新城市 279,300,186

達成率
（％）

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物

成果目標

西尾地域
農業再生
協議会

2 西尾市 果樹
販売額の
10％以上増
加

トマト
いちご

　雨よけハウスの品質向上の効果は認められたが、販売額は目標に達しなかった。理由として、出荷量の低下が考えられ
るが、これは、想定より規模を縮小する農家が多く面積が微増に留まったことと、新規就農者の技術不足と新植による単
収低下に起因する。
　栽培面積の維持・増加に向けた取組や、新規就農者への技術的な支援を産地協議会と連携して進め、出荷量ひいては販
売額の増加を目指す。

価格補正後ではあるが目標を達成している。引き続き産地規模が維持されるよう生産振興を図る。

天候不順の影響や、離農や規模縮小による作付面積の減少の影響により出荷量が減少した。目標達成のため、地域協議会
と連携して病害防除や栽培管理の指導、新規就農者募集の取組への支援を行い、出荷量の確保に取り組んでいく。

121.6%

新型コロナウイルス感染症拡大による単価の下落や出荷制限のため、販売額、出荷本数が伸びず目標未達となった。今後
地域農業再生協議会と連携し、目標達成に向けた指導を行う。

計画の７割超を占める大葉やハーブ類が、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で需要が減り、単価が低迷した。そのた
め実績では目標未達となったが、価格変動係数を用いた補正により目標を達成した。

0.4%
新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、業務需要の減少・単価安・出荷制限のため目標未達となった。今後地域農
業再生協議会と連携し、目標達成に向けた指導を行う。

都道府県の評価
現状 目標 実績

年
度

年
度

年
度

蒲郡市地
域農業再
生協議会

3 蒲郡市
施設野菜
（つまも
の）

総販売額の
10％以上増
加


